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平成３０年 第３回（６月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番号 質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 

１ 吉田  大作 ２０分 

１．公用車（電気自

動車）について。 

 

 

 

 

 

２．急速充電所につ

いて 

(１) 公用車について。 

 

 

(２)電気自動車について 

 

 

 

(１)急速充電所の設置。 

① 台数について。 

② 内訳、用途について 

 

①電気自動車導入の経緯。 

②導入後のメリット。 

③エコ・環境面から見た電気自動車についてと、その将来性。 

 

①県内の市町村の例。 

②普及が見込まれる電気自動車、急速充電所設置に関しては

どう思うか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

２ 二宮 美津代 ３０分 

１．公文書管理につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．産後うつ予防 

(１) 適正な文書管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 出産後の女性の心身の健

康を守る態勢づくり 

 政府のずさんな文書管理・文書改ざんなど、公文書への信

頼が揺らいでいます。 

 自治体も見直しが求められているところです。 

 そこで伺います。 

 2011 年（平成 23 年）に公文書管理法が施行され自治体に

も適正な取り扱いを促してはいますが、努力義務にとどめて

います。 

①志免町では 1994 年（平成 6 年）に文書管理規程が導入さ

れています。研修の実施も含め適正に管理が行われていま

すか。 

 まず廃棄への統一的規定はあるのですか。町の基準と公文

書管理規定の整合性は。 

②公文書の範囲・廃棄等規則ではなく、公文書管理条例で定

めるべきではないか。 

 

 厚生労働省の全国妊婦メンタルヘルス調査（2017 年 11 月

から 2018 年 1 月）で産後 2 週間未満に半数以上（1,900 人

対象回収率 42％）に体のトラブルや疲れ、不安や負担・孤独

感が出ているとのことです。 

 急激なホルモンバランスの変化による不安のピークを抱

えており、産婦の 10 人に 1 人は経験しているともいわれて

います。 

 「産後うつ予防の態勢づくり」について 

①産後 2 週間と 1 ヶ月 2 回の検診助成。 

②エジンバラ産後うつ病質問票の導入。 

③産科、精神科の連携による体制づくり。 

④段階に応じた産後ケア事業。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

３ 牛房  良嗣 ３０分 

１．8,000 人の元気

高齢者に希望

を 

 

 

 

 

２．8,000 人の子ど

もに英語の翼

を。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)「80 歳現役社会の町づくり」

への挑戦。医療費、介護費の

増大に歯止め。働いて元気と

収入を。町が輝く。 

 

 

 

(１) 小学校英語学習 18、19 年

の移行期の取組は現状で

いいのか心配。問題点、対

策を問う。 

 

(２)中学 3 年生の英検 3 級取得

率の 13 年から 17 年の実績。

他自治体との対比。問題点と

対策を問う。 

 

(３)町長へ。このままで志免町

の英語学習は大丈夫か。所見

と対策を。 

 シルバー人材センターを拡大強化。元気な高齢者の生き甲

斐、働きの相談窓口の開設。 

①働きたい高齢者、働きたい女性の相談窓口。 

②働き先の開拓（役場、商工会、地元企業等）。 

③月収 20 万円、15 万円、10 万円、5 万円コース。自由に選

択。 

 

 「英語力」向上のため 

①保育園、幼稚園へＡＬＴ派遣支援を。 

②小学 1、2 年から外国語活動を。 

③幼、小、中の一貫教育へ。 

 

 今夏季 10 日間、英語学習を。 

①希望する町内会への小中学生対象の夏季講習へ支援。 

②行政の支援 講師の斡旋、講師料の支援。 

 

 

小・中学校教員への支援。教員の英語力の差が授業の差と

なる。 

①受験、講習参加等への費用支援。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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３．400 人の役場全

職員に「やる

気」を。 

(１)町長１人では仕事はできな

い。400 人の町長をつくり、

育てることにある。400 人の

全職員に対する教育指導は

十分か。コミュニケーション

は十分か。 

 町長の思い熱意は 400 人に伝わっているか。 

①月 1 回は全職員へメール配信。 

②月曜日朝礼。課長、役付者、若手グループ毎の朝礼（意見

交換、意志疎通）。 

③30 町内会の会議へ 3 人 1 組で傍聴見学。 

④個人業務日誌、半年 1 回町長へ。職員からの情報を行政運

営へ。 

⑤嘱託職員から正規職員への登用、または嘱託職員の雇用期

間延長。 

町 長 

 

４ 丸山 真智子 ３０分 

１．志免町の観光、

糟屋地区の観

光について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．部活動での熱中

症予防対策につ

いて。 

 

３．上下水道事業の

報奨金制度に

ついて。 

(１) 志免町や糟屋地区の魅力

を再発見（住民と住民外）

して観光にもつなげる取組

について質問。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 学校の熱中症への備えを

問います。 

 

 

(１)完納報奨金制度は今後も必

要か。 

①まちの魅力推進課の業務の中に“観光”があるが、どうい

ったことをされているのか。 

②町長の“観光”に対する考えは。 

③３月２４日に開催された糟屋中南部地域広域連携プロジ

ェクト推進会議主催の「かすや再発見！お宝巡り体験バス

ツアー」について。 

 ⅰ 町の関わり、参加者の反応は。 

 ⅱ 地区外の参加者を増やし、観光につなげないのか。 

 ⅲ ６町などで主体的に取り組まないのか。町長同士で観

光連携が話題にならないのか。 

 ⅳ 観光モデルツアーの試行。 

④重要文化財の「旧志免鉱業所 竪坑櫓」の改修工事が始ま

る。 

 ⅰ 多額の費用がかかる。ふるさと納税も利用し、活用す

べきという声にどう応えるのか。 

 ⅱ 「文化財保護法改正案」が閣議決定し、地域振興など

のために文化財を活用しやすくなる。積極活用は。 

 ⅲ 「肥前さが幕末維新博覧会」で得たヒント。 

   工事終了後も登ったりできないなら、ＶＲ（バーチャ

ルリアリティ）技術を使った映像を作成したらどう

か。また、チームラボカメラの設置等デジタル技術の

活用の研究を。 

⑤福岡空港は近いが、インバウンド（訪日外国人客）への対

応は。スマホ決済の普及については。 

 

①部活動で熱中症により、後遺障害が残った例がある。先生

方（外部指導者含む）は大変だと思うが、生徒たちの防止

意識、指導は十分か。 

 

①戸建ては期限内に納付しても報奨金はないが、完納報奨金

がなぜ２管理組合だけにあるのか。 

 Ｈ３０年度予算 上水道 ７２万５０００円 

         下水道 ４９万９０００円 

②いつまで更新するのか。見直しの検討が必要では。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

町 長 

 

５ 助村 千代子 ３０分 

１．命と健康を守

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こころの健康 

への支援につ

いて。 

 

 

 

 

(１ )健康寿命を延ばすために

は、国民健康保健医療費の

疾患別の割合から見えて来

る課題への真剣な取り組み

が必要。健康寿命を延ばす

ための推進策について。 

 

 

 

 

 

 

(１)「心の病の対応と精神対話

士の活用について」近年、

精神疾患、ひきこもりや不

登校、また、児童虐待や DV 

など、 多種多様な心の病で

悩んでいる人が増加してい

ます。初期対応が最も重要

①国民健康保健医療費の疾患別の割合から見えて来る課題

は。 

②健康寿命を延ばすため、町として具体策をどのように考え

ているか。 

③特に高齢者に多い高血圧を又慢性腎臓病を防ぐには、食生

活が大切と言われている。 

ⅰ 住民に正しい食習慣を身に付けてもらうため、どのよ

うな施策を展開しているか。 

ⅱ 高血圧対策、「減塩のまち」について所感を伺う。 

④特定集団検診に推定１日食塩摂取量計測の導入を。 

⑤健康・正しい食習慣は子ども（児童生徒）の時から。 

 

①「こころの健康相談」「教育相談」の実施状況は 。 

②ひきこもりの方、心の支援を求める人たちには訪問支援が

必要だが実施しているか 。 

③多様化するメンタルケアに対応するために、対話を通して

精神的な支援を行う「精神対話士」を導入活用しては（国

民健康保健医療費でも精神疾患の割合は高い）。 

 

町   長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町   長 

教 育 長 
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３．食品ロス削減 

と考えます。 

心の病の対応と精神対話士

の活用について。 

 

(１)まだ食べられるのに廃棄さ

れる「食品ロス」を減らそ

う。 

 

 

 

 

商工会、料飲店組会と連携して食品ロス削減の取り組み

を。 

①啓発。 

②ドギーバックの活用。 

 

 

 

 

町   長 

６ 野上  順子 ３０分 

１．公園管理につい

て。 

 

 

 

 

 

２．志免町での聴覚

障がい者への

取組について。 

 

 

 

 

３．防災について。 

(１) 公園（児童公園）の数と管理

の状況は。 

 

 

 

 

 

(１) 窓口対応はどうなっている

のか。 

 

 

 

 

 

(１) 大雨の時期なってきた。対策

は充分に取れているのか。 

①警告と書かれた看板の設置について。 

 ⅰ 設置の理由。 

 ⅱ 設置の数。 

 ⅲ 設置はいつされ、その効果は。 

②1,000 万円以下の罰金への考えは。 

③防犯カメラ設置への考え方は。 

 

①職員数と仕事の範囲は。 

②今の状況で充分なのか。 

③福祉課以外での場所（公共施設）では、どう対応されている

か。 

④タブレット等を利用した窓口対応をされている所もある。我

が町はどうなっているのか。 

 

①宇美川の現状と安全性は。 

②危険区域への周知は充分にできているのか。 

③大雨時の登下校児に対しての対応は。 

④車の避難への対策は。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

７ 古庄 信一郎 ３０分 

１．「志免町公共施

設等総合管理

計画」の評価と

平成 28 年 3 月

定例議会、古

庄、一般質問で

の「公民館等建

て替え問題」へ

の対応につい

て。 

 

２．議員による積極

的な政策提言

や条例策定は

これからの町

政運営に不可

欠であるが、こ

れに対する行

政の認識、評価

と対応につい

て。 

(１) 「志免町公共施設等総合管

理計画」の評価と現状、及

び関連して、平成 28 年 3

月定例議会、古庄、一般質

問での「公民館等建て替え

問題」への対応について。 

 

 

 

 

 

(１) 地方自治運営の二元代表

制における行政と議会の関

係で、これから必要不可欠

と言えるのが、議員による

積極的な政策提言や条例提

案である。この件に関する

行政の認識と現況を問う。 

①「志免町公共施設等総合管理計画」の評価と現状及び課題

認識。 

②「志免町公共施設等総合管理計画」の集会施設への方針と

対応について。 

③「公民館等建て替え問題」提起へのその後の対応について。

(平成 28 年 3 月定例議会、古庄、一般質問で提起) 

 

 

 

 

 

①議会における議員の政策事業の提案についての評価は。 

②議会における議員の政策事業の提案についての行政側の

対応例と問題点について。 

 ⅰ 組織として議員提案や課題認識は継続されているの

か。 

 ⅱ その他。 

③議員による条例提案についての行政の評価は。 

④議員による条例提案についての行政の対応例と問題点に

ついて。 

 ⅰ 条例の目的推進への具体的行動と町民への周知、広報

HP は。 

⑤議会及び議員による政策提言や条例提案について、今後ど

う対応すべきと考えるか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

８ 牟田口 武史 ２０分 

１．志免町にも若者

の活躍の場を。 

 

(１)志免町にとって若者は宝で

ある。もっと活躍できる場

を。 

 

(２ )若者に魅力ある町づくり

を。 

①成人式における代表者のその後の志免町とのかかわりは。 

②志免町と若い世代がかかわれる場所。 

 

 

①志免町消防団員数（年代別）。 

 その内、町職員の消防団員は。 

②志免町における若者の引きこもりについて。 

 ⅰ 町への相談件数は。 

 ⅱ 又対応は。 

町 長 
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９ 末藤  省三 ３０分 

１．教育について 

 

 

 

 

 

 

 

２．社会保障につい

て。 

 

 

 

 

(１) 教育現場での課題につい

て。 

 

 

 

 

 

 

(１) 国保について（都道府県

化）。 

 

 

 

 

(２) 介護保険について。 

 

 

 

①教員の多忙化による教員不足への対策。 

②学校へのタイムカード及びＩＣカード導入について。 

③学力テストの見直しについて現場の意見は。 

④小学校の英語教育研究で効果があった学習内容及び教育

環境の整備について。 

⑤教員業務改善への 13 項目の実施対策について。 

⑥スポーツ庁の中学校運動部の週休 2 日の休養日設定。 

 

①国保の都道府県化による保険料引き上げ。 

②保険証の交付、未交付、短期、資格証明書等の現状と対策

について。 

③差し押さえ及び滞納処分のあり方（国税徴収法による差し

押さえの対策）について。 

 

①居宅介護支援の利用者負担。 

②老健施設などの多床室の部屋代負担等について。 

③年金受取開始年齢の引き上げについて。 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 


